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O M N I A  S U B  S O L E

前文

オムニア・スブ・ソーレ財団の設立に参加する私たちは、

戦争、飢餓、不安、そして不寛容が、なお幾百万の人々の生を左右しており、いかなる世代もこ

れまでそれらを克服しえなかったことを考慮し、

私たちの子らが受け継ぐ世界は現在の行いによって決せられるものであり、力と強欲と忘却の上

に築かれ続けてはならないことを考慮し、

人間は最善にも最悪にもなりうること、そして人を取り巻く諸制度が、その二つの可能性のいず

れが優勢となるかを大きく左右することを認め、

私たちが住まうこの場所、存在するすべてのものの起源、そして私たちの災いの原因を知ること

が、尊厳ある共生への第一歩であり、かつ最も困難な一歩であることを確信し、

真理の探求は、たとえその一部にしか到達しえないとしても、すべての人とすべての世代の務め

であることを信じ、いかに小さな一歩であってもそれが数えられ、記録されるべきことを決意

し、

煉瓦と石による、記録と研究による堅固な事業を築き、それが創設者たちより長く残り、後に続

く者たちに資することを決意し、

ここに本財団を、人類に奉仕する研究と探究の学舎として設立する。所有者を持たず、信条を課

さず、党派に属さない。そしてこの目的を分かち合うすべての人に、その時間、その知識、ある

いはその資力をもって加わるよう呼びかける。
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O M N I A  S U B  S O L E

要旨

法的性格

非営利の慈善財団（設立手続き中）。所在地はカルタヘナ・デ・インディアス。

目的

煉瓦と石による学舎を建て、図書室、文書庫、博物室を備え、物質世界——地球の形状と存在が

想定される重力場、月、太陽、水——の考究、世界の起源の研究、そして現代世界秩序の分析に

充てること。

所在地

現在はボカグランデの事務所にて、予約制で対応しています。後の段階では、サンタ・ロサ・

デ・リマにあり、ボカグランデから車で約五十五分の自有地に学舎を建設します。

創設メンバーの募集

財団設立のための誓約書に署名する十名。参加には金銭的対価を要さず、いかなる所有権も生じ

ません。参加する方が、設立する方です。
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O M N I A  S U B  S O L E

目的と永続

長く続く機関は、募金や運動から生まれるのではありません。不確かな時代にあって、自らより

長く残るものを築こうと決意した少数の人々から生まれます。今日なお立ち続ける図書館、天文

台、学舎は、そのようにして建てられました。石と煉瓦で、忍耐をもって、そして設立証書に記

された数名の名とともに。

オムニア・スブ・ソーレは、収益も所有権も提供しません。提供するのは永続と目的です。すな

わち、数百年にわたって保つよう構想された煉瓦と石の堅固な建物、学舎に集う者の仕事を守る

文書庫、そして所有者を持たず、その財産を譲渡も分割もできない法人です。この段階で参加す

る方は何も取得しません。ひとつの機関を創設し、永く残るために造られた場所を、後に続く者

に遺すのです。

自前の建物

今日は散在している営みのための恒久の場。図書室、文書庫、そして定まった住所をもつ研究

室。

証書への記載

最初の署名者は、公的かつ永続の文書である設立証書に、創設メンバーとして記載されます。

経常費ではなく建設へ

拠出は基礎、壁、そして丸天井に充てられます。建設された各区画には、それを可能にした方の

名が記録されます。

公表と保存

研究は著者の名のもとに公表され、内部の査読を経て、財団の文書庫に保管されます。

運営における発言権

学舎の一員につき一票。拠出額にはかかわりません。決定する力は金銭では得られません。

建物の利用

図書室、研究集会、野外計画への参加。後の段階では、一年の協働を果たした方に居住が認め

られます。
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明示的な除外事項

いかなる経済的収益も、法人財産への持分も生じません。

土地、建物、文書庫に対するいかなる所有権も生じません。

金銭と引き換えの居住枠は一切ありません。

研究または公表の内容に対するいかなる拒否権も生じません。

コロンビア共和国外においては、拠出はいかなる税額控除の権利も生じさせません。

財団はまだ設立されておらず、金銭的な拠出を受け付けていません。参加を希望される方は登録のうえ、適当と思

われる場合には、いかなる支出も伴わずに誓約書に署名することができます。
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O M N I A  S U B  S O L E

性格と目的

オムニア・スブ・ソーレは設立準備中の非営利財団です。その目的は、カルタヘナ・デ・インデ

ィアス近郊に、文書庫と図書室を備え、永く保つよう構想された研究と探究の学舎を建設し、維

持することにあります。

その名称「日の下のすべて」は、その営みの広がりを表しています。存在するもののうち、研究

の対象から外れるものは何もありません。その標語 Individui pro veritateは、その方法を表して

います。真理に奉仕する自由な人々、ということです。

財団に所有者はいません。受け取るもの、建てるもの——土地、建物、文書庫——はすべて法人

の財産となり、個人のあいだで分配することはできません。解散の場合、財産は同種の目的をも

つ他の非営利法人に移転されます。
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O M N I A  S U B  S O L E

研究と探究について

本財団の営みは、意図された順序に従い、相互に補完し合う三つの領域に編成されます。まず私

たちが住まう物質世界、次にその起源、そしてそれらを基礎として、人間が共に生きる世界秩序

です。次の世代が、受け取ったよりも良い世界を受け取ることを、明示された目的として掲げて

います。各領域には、その対象の性質にふさわしい方法と証拠が用いられます。

I. 物質世界について

測地学。 観測と測定により、地球の形状と大きさ、ならびに存在が想定される重力場を考究しま

す。重力理論とその基礎、その予測、およびそれを検証しうる実験的証拠の詳細な研究を含みま

す。財団はひとつの原則から出発します。いかなるモデルも、自らの検証を経ずに受け入れては

ならない、ということです。そして現行のモデルには直接の観測との相違があり、厳密かつ独立

した検討に値すると考えています。研究は、歴史地図、古代の文献、高度の各層における天空と

気象の観測、そして野外測定に基づきます。さらに、現代科学が認めていないモデルについても

検討します。

月学。 月の物理的性質、表面、起源および進化を研究し、とりわけ天空における見かけの位置と

地球からの距離を考究します。

太陽物理学。 太陽の構造、活動および放射、天空における見かけの位置と地球からの距離、なら

びに地球環境との関係を考究します。月学とあわせて、時の計測と、太陽と月の周期から導かれ

る暦法を含みます。

流体力学。 静止および運動状態にある水を研究し、その圧力、水流、波浪および循環を考究しま

す。

結果は、その結論がいかなるものであれ、データと出典とともに公表されます。

II. 世界の起源について

宇宙生成論と自然神学。 さまざまな文化の創世の物語、古代の文献、そして哲学に基づいて、世

界とその創造者の起源を研究します。これは研究の一領域であって、信仰告白ではありません。

財団は教会ではなく、いかなる信条への帰依も求めません。
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III. 現代世界秩序について

現代の世界秩序、すなわちその諸機関、統治形態、および諸国民の生活に作用する諸利害を研究

の対象とします。分析は、記録された事実、照合された資料および検証可能な比較に基づいて行

います。この領域はまた、人間のありようと、歴史上の大きな災い——戦争、飢餓、不安、人種

差別、不寛容——の原因の分析、ならびに社会組織のさまざまな模型の比較研究を含みます。そ

の目的は診断にとどまりません。現行の模型の改善と、より公正で永続的な共生の模型の提案を

含み、人間自身と、来るべき世代が受け取る世界の向上を目指します。

公的および民間の諸機関について：その起源、統治、資金調達および意思決定、ならびに該当

する場合にはその所有関係。

地政学、紛争、宗教および国境について：それらが平和と共生に及ぼす影響の観点から。

経済、富の集中および資源の分配について：それらと飢餓および不平等との関係を含めて。

生活条件、協力および隣人に対する義務について：その改善の可能性の検討を含めて。
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O M N I A  S U B  S O L E

現代世界秩序の諸計画

第三の領域である現代世界秩序は、構造的なものから人間的なものへと順序づけられた四つの計

画によって進められます。各計画は記録された事実を検討し、その成果を研究冊子に公表し、裏

づけられないことは主張しません。財団はひとつの確信をもってこれに取り組みます。世界の現

状が求めているのは診断以上のものであり、その上に築くことのできる堅固な基礎である、とい

うことです。

I. 世界秩序と国際機構

1945年以降、世界を律してきた諸構造の検討。国際連合の体系とその諸機関、経済機構——国際

通貨基金、世界銀行、世界貿易機関、国際決済銀行、そして各国の中央銀行——、同盟と陣営、

そして非国家の権力。各機構について、常に同じ順序で五つの問いに答えます。誰が何のために

設立したのか、そこで誰が決定するのか、誰が資金を出しているのか、何を達成し、どこで失敗

したのか、そしてどのような改革が提案されてきたのか。

項目：世界の諸機構の一覧図、私的主体が行使する公的機能の記録、銀行制度と貨幣の創出、判

決と監査報告によって裏づけられた腐敗。

II. 戦争、平和、そして国境

紛争と、それらを終結させた条約の比較検討を通じて、戦争の原因と、平和の時代を支えた条件

を研究します。第一次世界大戦後に一般化した今日の旅券と査証の制度、ならびに人の移動の自

由をめぐる双方の論拠を含みます。

項目：戦争の原因、平和の条件、国境・旅券・査証、移住とその記録された影響。

III. 不平等と分配

人と人のあいだ、また大陸と大陸のあいだの不平等の検討。債務、原材料の取引、飢餓、水への

アクセス。この計画は、どのような再分配と援助が最も貧しい人々の生活を検証可能なかたちで

改善したのか、どれが失敗し、それはなぜかを研究します。

項目：再分配と援助、大陸間の均衡、国家債務、飢餓・水・食料の安全保障。

IV. 人間の本性と共生

歴史、入手しうる証拠、そして道徳の諸伝統に照らして、人間を残酷さと強欲へ、あるいは寛大

さと相互扶助へと傾ける条件を研究します。人種差別と不寛容を含み、カルタヘナ・デ・インデ

ィアスとサン・バシリオ・デ・パレンケを事例とします。数百年にわたって続いた共同体と、そ

れを支えた規範。そして、さまざまな伝統における富の倫理。

項目：残酷さと善意の条件、人種差別と不寛容、永く続いた共同体、富の倫理と与える務め。
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諸計画の規範

記録された事実。 設立憲章、予算、議事録、判決、監査報告によって裏づけられたものの

みを主張します。記録のない意図については、学舎は判断を下しません。

法的な正確さ。 捜査対象、起訴、有罪判決は同じ意味の語ではありません。事前の法的検

討を経ずに、いかなる氏名も公表しません。

提案より先に記述を。 各計画はまず、何が起きたのかとその原因を公表します。提案はそ

の後に示され、事実とは明確に区別されます。

党派によらない性格。 学舎は模型を研究し、証拠を公表します。いかなる政治綱領も推進

しません。
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O M N I A  S U B  S O L E

研究の規範

財団は研究を、厳密で、急がず、記録に基づく営みと考え、次の規範に従います。

一次資料。 研究は、歴史地図、古代の文献、原本またはその忠実な複製、そして直接の観測と測

定から出発します。

出典の明示。 あらゆる研究はその出典とデータを記録し、いかなる読者もそれを検証できるよう

にします。

内部の査読。 公表に先立ち、各研究は学舎の他の構成員によって検討されます。

保存。 公表された各研究の一部は、財団の文書庫に納められます。

普及。 成果は研究冊子、研究集会、講演によって公にされます。
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O M N I A  S U B  S O L E

野外の諸計画

物質世界の考究は、財団自身の手段によって行われる四つの野外作業計画に支えられています。

高高度の空中探査

大気の各層を上昇し、高所にとどまるために自ら設計・製作する気球。各高度層における気温、

気圧、湿度、風を測る気象機器、測定装置、高精細映像、実時間の伝送を備え、未確認の空中現

象も記録します。

長距離の観測と測定

陸上および大きな水域の上空における長距離撮影とレーザー測定。

太陽、月、そして時の計測

自前の機器による、太陽と月の位置、影、満ち欠け、食の体系的な記録。ならびに、これらの周

期から導かれる暦法と時の計測の研究。

地図作成

空中観測、野外測定、歴史地図に基づく図の作成。
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O M N I A  S U B  S O L E

建物と工事

O M N I A  S U B  S O L E
MM X X V I I

±0.00

+4.20

+8.00

+9.30

19.00 m

正面立面図

基本設計。無垢煉瓦と石 0 5 m

建物は、カルタヘナ・デ・インディアスのボカグランデから車で五十五分ほどのサンタ・ロサ・

デ・リマにある、サン・マルティン・グループの田園住宅地 エル・ランチョ I の 1,012 m² の敷

地に、段階を追って建設されます。創設者は、創設メンバーが揃い、第一期工事の予算が確保さ

れた時点で、贈与証書によりこの敷地を本財団に拠出します。住宅地の規約は敷地境界から 1.5

m の後退を求め、高さを二層に屋上テラスを加えたものに制限していますが、基本設計はその双

方を満たしています。建物は中庭を囲む二層で構成されます。

堅固な組積造。 石灰モルタルによる無垢焼成煉瓦の壁と、カタルーニャ式の煉瓦ヴォールト。カ

ルタヘナ・デ・インディアスの建築の伝統に従います。腰壁、隅石、開口部枠、軒蛇腹、記念銘

板は石造です。

諸室。 測地学室、宇宙生成論・自然神学室、世界秩序の室、博物室、文書庫、図書室、そして居

住する構成員のための七室の居住部。

居住。 上階に七室：一室につき一家族単位、居住者の子を含め最大十四名。子は同居することが

できます。
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博物室。 歴史地図、器具、文書庫の収蔵品の常設展示室。案内付きの見学により一般に公開され

ます。

自給。 菜園、屋上テラスの太陽光発電、そして自前の給水。

貯水槽

博物室 玄関広間
受付

および待合室

測地学
室

宇宙生成論
および
自然神学

図書室

階段

手洗

文書庫 厨房
食堂および
共用室

中庭

回
廊

19.00 m

26
.0

0 
m

一階
基本設計。配置は目安です 0 5 m

居室
世界秩序
の室

居室

居室

居室

居室

階段

手洗

居室 居室 共用室

中庭（吹抜け）

回
廊

19.00 m

26
.0

0 
m

上階
基本設計。居住部と共用室 0 5 m

基本設計の平面図：各階の建築面積は約 440 m²、これに 54 m² の中庭が加わります。最終的な配置と向きは、技

術調査、建築許可、住宅地の規約に従い、建築設計において定められます。
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住宅地：エル・ランチョ I

認可を受けた田園分譲地。開発は サン・マルティン・グループ 。ボリバル県サンタ・ロサ・

デ・リマ市にあり、カルタヘナ・デ・インディアスのボカグランデから車で五十五分ほどで

す。事業者によれば、敷地は 96 ヘクタール、整備済みの区画は 500 から 3,700 m² まで

660 区画、引渡しは 2027 年の予定です。

インフラ。 警備付きの門衛所、上水道、電力、そして締め固めた砕石の道路。

共用区域。 あずまや、バーベキュー場、運動場、児童遊園を備えた主たる共用区域。湖、

釣り場、桟橋を備えた第二の共用区域。

自然。 散策と運動のための歩道が通る広い緑地。

学舎に関わる規約。 敷地境界から 1.5 m の後退、高さは二層に屋上テラスまで。基本設

計はその双方を満たしています。

2026年9月に事業者が公表した数値です。 地図上の位置。区画番号は登録された方にお知ら

せします。
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O M N I A  S U B  S O L E

参加の形態

協働にも、発言権と議決権を伴う学舎の構成員の資格にも、会費はかかりません。拠出はつねに

任意であり、決定への関与を大きくすることは、いかなる場合にもありません。

研究

一次資料の調査、翻訳、研究の執筆。

建設

石工、組積、木工、その他の建築の技。

文書庫と図書室

地図、書籍、文書の目録作成と保存。

運営

会計、行政手続、法令の遵守。

後援

財団の設立後の、資金による支援。

記録

計画の写真および映像による記録。

工学と電子

気球、測定装置、データ伝送の設計。

地図作成

測量、航空写真、図の作成。
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O M N I A  S U B  S O L E

維持の仕組み

財団は十名以上の署名者によって設立され、署名者は証書に創設メンバーとして記載されます。

創設メンバーの範囲は証書の作成をもって閉じられますが、参加はその後も恒常的に開かれてお

り、学舎は新たな加入と、建物と同じだけ長く続くよう構想された収入源によって維持されま

す。

学舎の新たな構成員

加入は常に開かれており、申請、協働の期間、評議会の承認からなります。構成員の資格に会費

は伴いません。構成員は自らの働きによって、また希望する場合には任意の拠出によって、法人

を支えます。

寄付者

構成員でない方からの、随時または定期の寄付。寄付ごとに証明書を発行します。

名を刻む工事

各段階では、象徴的な謝意として、資金を提供した方の名を刻みうる要素が生まれます。切石、

窓、あるいは一室。

研究冊子

学舎の刊行物の購読。最も控えめで、最も安定した収入源です。

博物室と案内見学

建物の開放以降の法人自身の収入。寄付とは区別されます。

遺贈

財団は遺贈を受け入れ、その全額を建物とその保存に充てます。

永続のための準備金

使途を定めない拠出の一定割合は、経常費には充てない準備金に繰り入れられます。この準

備金は、工事も募集も行われない年における建物と文書庫の保存を支えます。

資金による拠出は、財団が設立され、その名義の銀行口座が開設されたのちにのみ受け入れます。
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O M N I A  S U B  S O L E

設立の状況

敷地。 創設者は、創設メンバーが揃い、第一期工事の予算が確保された時点で、贈与証書により

エル・ランチョ I の敷地を本財団に拠出します。

創設メンバー。 法人は、少なくとも十名が誓約書に署名した時点で設立されます。証書の作成に

立ち会う方が、最大二十名まで、創設メンバーの資格を得ます。

証書の作成後。 創設メンバーの資格は証書の作成をもって閉じられます。学舎の構成員の受け入

れ、ならびにあらゆる寄付と協働の受け入れは、制限なく開かれたままです。

約束された署名者。 十名のうち一名：創設者。
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O M N I A  S U B  S O L E

現行の条件

建物に宿泊の提供はありません。 居住部は後の段階で開かれます。七室、子を含め最大十

四名。一年の協働を果たし、自らの生活を支えうる方が、居住者として受け入れられま

す。

資金による拠出は受け付けません。 財団が設立され、自前の銀行口座をもつまでのあいだ

です。

財団は設立されます。 少なくとも十名が誓約書に署名した時点で設立されます。十名は設

立に必要な最少人数であって、参加者の数の上限ではありません。

拠出は返還されません。 財団の財産に組み入れられます。
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O M N I A  S U B  S O L E

日程

計画の公表と登録期間の開始。 2026年9月。1

カルタヘナ・デ・インディアスでの月例の集まり。 2026年10月より。敷地の見学を含みま

す。

2

誓約書への署名。 最少十名。2027年上半期。3

財団の設立。 証書の作成、非営利法人としての登録、納税者番号（NIT）の取得、銀行口座

の開設。2027年。

4

第一期工事の着工。 創設メンバーが揃い、第一期の予算が確保され、敷地の贈与が正式に行

われたのち。

5
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O M N I A  S U B  S O L E

補足説明

特定の宗派にも党派にも属しません。 宇宙生成論と自然神学は研究の一領域です。財団はいかな

る信条への帰依も求めず、政党政治にも関与しません。

所有。 敷地、建物、文書庫は財団の所有となり、その財産を個人のあいだで分配することはでき

ません。

拠出。 協働にも、学舎の構成員の資格にも、会費はかかりません。拠出はすべて任意であり、財

団の設立後、その口座においてのみ受け入れます。

創設メンバーの人数。 十名は法人の設立に必要な最少人数です。新たな構成員の受け入れと寄付

の受け入れは、開かれたままです。

居住。 居住者の資格は後の段階で開かれます。一年の協働、試行の期間、承認された活動計画、

そして自らの生活を支えうることが条件です。七室：一室につき一家族単位、居住者の子を含め

最大十四名。子は同居することができます。居室は受け入れられた居住者に結びついており、子

は成年に達した時点で、通常の手続により自らの居室を申請します。

個人情報。 個人情報は、コロンビア2012年法律第1581号に従い、参加の調整という目的のため

にのみ取り扱われます。

敷地の位置。 エル・ランチョ I。サンタ・ロサ・デ・リマの田園住宅地で、カルタヘナ・デ・イ

ンディアスのボカグランデから車で五十五分ほどです。区画番号は登録された方にお知らせしま

す。
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O M N I A  S U B  S O L E

連絡と来訪の受付

創設者

フランシスコ・サルバティエラ・サンチェス（Francisco Salvatierra Sánchez）は本財団の設立

を推進しています。創設メンバーが揃い、第一期工事の予算が確保された時点で、贈与証書によ

りエル・ランチョ I の敷地を本財団に拠出します。これに加え、事業の当初より、資金、労力お

よび個人的献身を本事業に捧げています。カルタヘナ・デ・インディアスのボカグランデにある

事務所で、予約制で来訪者を受け付けています。

来訪は予約制のみで承ります。ご予約は WhatsApp または電子メールにてお願いいたします。

Torre Empresarial Prodegi 17階・18階

コロンビア、カルタヘナ・デ・インディアス、ボカグランデ

WhatsApp +34 621 024 973

contact@omniasubsole.org

omniasubsole.org

情報提供のための文書です。財団はまだ設立されておらず、金銭的な寄付は受け付けていません。個人情報は、コ

ロンビア2012年法律第1581号に基づき、参加の調整のみを目的として取り扱われます。

登録を申請する。 電子メールまたは WhatsApp で受け付けています。1

月例の集まりに参加する。 対面または遠隔で。敷地の見学を伴います。2

誓約書に署名する。 適当と思われる場合に。いかなる支出も伴いません。3
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